





















　そこで，2016 年・2018 年の 2度の改正に至るまでの消費者契約法改正論議
では，当初，「合理的な判断ができない事情を利用して契約を締結させた」場
面における一般規定を設けることが検討された。具体的には，消費者委員会消










（1）　消費者委員会消費者契約法専門調査会「中間とりまとめ」（平成 27 年 8 月）（https : //www.
cao.go.jp/consumer/history/03/kabusoshiki/other/meeting5/doc/201508_chuukan.pdf）20 頁
以下。

































（2）　消費者委員会消費者契約法専門調査会「消費者契約法専門調査会報告書」（平成 27 年 12 月）
（https : //www.cao.go.jp/consumer/iinkaikouhyou/2015/doc/20151225_shoukei_houkoku1.pdf）
5 頁以下。
（3）　第 28 回消費者契約法専門調査会配付資料「今後の審議の進め方（案）」（https : //www.cao.
go.jp/consumer/history/04/kabusoshiki/other/meeting5/doc/161107_shiryou1.pdf）1 頁。
































法における民法典新 1143 条の「従属状態の濫用」規定という強迫類型の 1つ
として追加された新規定と，同規定制定の背景にある「経済的強迫」論や「脆





























2に，消費法典 L. 121─6 条以下の攻撃的取引方法に関する規定，および，第 3
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発展に関する 2008 年 1 月 3 日の法律
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」によって設けられた。その後，「経済の
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　消費法典 L. 121─8 条以下の「脆弱性の濫用」規定は，訪問販売において現
金・クレジット等による約務に同意させるにあたって，相手方がこの者が同意
する約務の重要性を評価出来ない，または約務に同意させるためになされた術
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役刑および 37 万 5 千ユーロの罰金。後者は当該行為が行われた日の時点で認
識されている過去 3年間の取引額について算出された 1年間の平均取引額の
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（25）　Julien, op. cit., no125, p. 171.
（26）　Deshayes, Genicon et Laithier, op. cit., pp. 254 et s.
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できるという規定案が設けられていた。これについては第 2章で分析する。Terré, Simler, 
Lequette et Chénedé, op. cit., no320, p. 358 も参照。
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る『一方性』─」法学志林 116 巻 2・3 号（2018 年）410 頁以下。



































1．2018 年法による修正後の民法典新 1143 条
⑴　問題の所在
　民法典新 1143 条は，「契約法，債務一般及び証明法の改正に関する 2016 年
2 月 10 日のオルドナンス」（以下，「2016 年オルドナンス」とする
（38）
）およびこ
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ための法律成立に向けて，2017 年 6 月より議論が開始される。当初公表され
（42）　Francois Terre（dir.）, Pour une réforme du droit des contrats, Dalloz, 2009, p. 19.
（43）　Projet d’ordonnance rendu public le 25 février 2015.


























典新 1143 条を 2016 年オルドナンスによって成立した同条と比較すると，果た
して単なる「解釈のための」修正だったと言えるのか，疑問が残る。そのこと
は，「従属状態」という文言に限定が付されたこと顕著に表れている。





及する。経緯についてはMustapha Mekki, La loi ratifi cation de l’ordonnance du 10 février 
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②「相手方に対して（à son égard）」従属状態にあること─2018 年法による
文言追加
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害賠償請求は無効とは別に請求することができる（民法典 1178 条 4 項）。
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ない」とした 2000 年 3 月 30 日の破毀院判決
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